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書評

著者 リプ ライ

『メデ ィア ・ナシ ョナ リズムの ゆくえ― 「日中摩擦 」 を検証す る― 』

            書評論 文 リプ ライ

大石 裕

 最初 に、『メデ ィア ・ナ シ ョナ リズムのゆ くえ』 を丹念 に読み解 き、適切 な書評 を寄せて下

さった熊 田氏に心か ら謝意 を表 したい。以下、熊 田氏の疑問や批判に順 にお応 え してい く。

 第一の、そ してもっ とも重要な指摘 は、 メデ ィア ・ナ シ ョナ リズム とい う用語 ・概 念に関す

る もので あろ う。 まず は、 この問いかけに応 えてみたい。 メデ ィア とナシ ョナ リズムの関連 に

っいて論 じる際、学術的 な用語 としてはいまだ定着 していないが、近年ネ ッ ト・ナ シ ョナ リズ

ム、あるいは メディア ・バ トリオテ ィズム とい う用語が用 い られて きた経緯 がある。本研 究で

は、メデ ィアの情報 と、ナ シ ョナ リズムの思想 と運動 との相互 の関連、 さらは相互 の増幅作用

を説 明す るた めに、 この用語 を提示 してみ た。

 言 うまでもな く、ナシ ョナ リズム とい う概念は多義的であるが、その原 因は主にナ シ ョナ リ

ズムの思想や運動が、国民 国家のみな らず 、民族、言語、地域 、宗教な どを単位 として生 じて

きた とい う事実、あ るいは国民国家 とそれ らの単位が 「化 学反応」 を起 こす点に求 め られ ると

思われ る。本書では、熊 田氏 の記述 にもあるよ うに、近代ナシ ョナ リズ ムを説 明す るた めにメ

デ ィア ・ナシ ョナ リズム とい う用語 を用いている。それは、国民国家 とい う単位 をまず は想定

してい ることにほかな らない。す なわ ち、国民が生 まれ、国民国家 が成立 し安定す るためには、

マス ・コミュニケー シ ョンとい う社会過程 が不可欠で あ り、逆にマス ・コ ミュニケーシ ョンの

発達 ・普及 に とって国民 と国民国家 の存在 が不可欠で あるとい う認識 が私の 中には存在 し、そ

れが共著者 との間で共有 され ているのであ る。 そ して、近年急速 に発展 を とげて きたイ ンター

ネ ッ トが、国民国家のナ シ ョナ リズムにいかなる影響 を及ぼ してきたか とい う問題 関心 も本書

の中心 にあ る。従 って本書は、私 が執筆 した 「は じめに」 と第1章 にお いて、 メデ ィア ・ナ シ

ョナ リズムの概念 を要約 して論 じ、それに基づいて以下の第2章 、第3章 、第5章 、第6章 、

補章で メデ ィア ・ナ シ ョナ リズムの検証 を行 うとい う構成 をとっている。そ して、第4章 では

日本 と異な るメデ ィア制度を有す る中国の メデ ィア統制 の現状 を分析 し、第7章 では米英 メデ

ィアを分析す ることによって 「日中摩擦」の相対化 を試み たわ けであ る。

 それ に加 えて、第1章(17頁)で 強調 した、メデ ィアが作 る社会 的現 実に反応す るナ シ ョ

ナ リズム とい う視点 を優先 させ たい とい う狙いが、メデ ィア ・ナ シ ョナ リズム とい う概念 には

込め られてい る。 それ は、「ニ ンテ ン ドー ・ウオー」 「茶 の間の戦争」 と呼ばれた湾岸戦争 、そ

して 「9.11同 時多発 テ ロ」以後 に見 られ た一連 の 「テ ロリズムに対す る戦争 」に対す る批判

的考察の必要性 とも連動 してい る(そ れ以外 にも、ユー ゴスラ ビアやル ワンダの内戦な ども意
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識す る必要があ るのは当然であ る)。 メデ ィア ・ナ シ ョナ リズムは、ナシ ョナ リズムを説 明す

る概念 であると同時に、マ ス ・メデ ィアか らイ ンターネ ッ トにいたる諸 メデ ィアの言説 に対す

る批判 とい う意味 も内包 した概念なのである。 とはい え、本 書でその点 を十分説 明 しつ くせな

かったことは反省すべ き点であ ることは間違い ない。

 第二は、中国国内のコ ミュニケーシ ョンの現状 と、本 書の記述 との間にずれ がある とい う指

摘 についてであるが、イ ンタ0ネ ッ トや携帯電話が中国の 「単位社会」 をどの程度変容 させた

かは即断で きない。 ただ し第3章 で詳述 されてい るよ うに、ネ ッ ト上の言論や携帯電話 とい う

メデ ィアが独 自の働 きを し、従来のメデ ィア環境 とは異 なる環境 を中国社会 、 とくに都市部の

若年層に提 供 していることは確 かである。それは、厳 しい言論統制が行 われ なが らも、急速 な

経済発展 を とげて きた中国社会 の変動 と密接 にかかわっているに違 いない。 「変化す る」部分

に焦点 をあわせす ぎたあま り、 「変化 しない」部分 に関す る考察 が不足 した とい う批判 を行 う

こ とは可能 であろ うが、中国の若手研究者(祁 さん と謝 さん、そ して研究 に協力 して くれ た留

学生の方々)に とって、急激 なメデ ィア変化 が 「反 日デモ」 と結びついたこ とはやは り特筆す

べ き現象 だったこ とは確 かだった と思われ る。

 第三の韓 国社会の分析 、そ して第 四の社会運動論 か らの分析の必 要性 については、反論 の余

地はない。 限 られた時間の中で研究成果を出す必要性か ら、研 究対象 と研究の視座 は限定せ ざ

るをえなかった。

 本書 は、朝 日選書の1冊 として 出版 したため、それ以前に完成 していた報告書か らい くつか

の章 をカ ッ トせ ざるをえないな どの制約 が生まれた。 しか しなが ら、2005年 の 「日中摩擦」

を 自分 たちな りに検証す る とい う目的、そ して熊 田氏 も言及 して くだ さった よ うに、資料編 に

多 くの頁 をさくことができた こ とによ り、メデ ィア を素材 に して この出来事を記録す る とい う

目的はそれ な りに達せ られた と思 っている。 同時 に、数度 にわたる研究会 を通 じて、多様な基

盤 の上 に立っプ ロジェク ト参加者の間で熱心 な知的交流が継続 的に行われた ことも大 きな成果

であった。

 再度 の批判が熊 田氏 か ら(何 らかの形 で)寄 せ られ ることを覚悟 しつつ、 この リプ ライを終

える。

(おおいし ゆたか 慶磨義塾大学法学部)
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